
教員免許状取得希望の学生へ

　農学部で教員免許を取得するためには、自己の卒業所要単位以外に、免許に関する科

目の履修が必要です。更に、教育実習（基本・応用）も義務付けられます。

　教育実習は実際に中学校・高校において、授業を行い、教師としての勉強をする機会

ですが、教育実習生を受け入れる学校側は、みなさんを教師とみなすため、生徒に与え

る影響や責任の大きさは、はかり知れません。

　また、中学校・高校は、大学卒業後に教員としての就職を目指す学生を教育実習生と

して受け入れたいと考えています。

　就職についてですが、教職とその他の就職活動の両立はかなり困難であります。

その理由は、教員採用試験は受験勉強にかなりの時間を要すること。教育実習の期間が

就職活動時期と重なる場合があること。教職と他の就職試験日が重なる場合があること。

これらの理由により併願は難しいとされています。このことを念頭に置き、教員免許取

得に挑んでください。

教員免許状取得までの主なスケジュール

（時期は予定であり、年度により異なる。日程は必ず掲示で確認すること）

教員免許説明会
受講を要する科目を配当年次に修得で
きるように、履修計画を立てる

2年次2月 教育職員免許状取得希望調書の受付開始 ポータルサイトや掲示板で連絡（注）

2年次3月 教育職員免許状取得希望調書提出 ３月２０日頃まで(注)

4月～5月 教育実習校選定の説明会 調書提出者が対象

6月～8月 実習校との交渉(内諾を得る) 各自が実習校と交渉

9月 麻疹免疫の証明を提出

4月 教育実習事前及び事後指導（事前指導）

 〃 教育実習説明会 日程は掲示

5月 基本実習（附属中学校） ３日間

5月～9月 応用実習（各実習高校） ２週間程度

4月～6月 教員採用試験出願期間 各自が願書等取り寄せ

7月 教育実習事前及び事後指導（事後指導）

 〃 教育実習反省会（7月or10月） 日程は掲示する

11月 教育職員免許状授与願の事前提出 教務・学生支援係より様式配付

2月中旬 教育職員免許状授与願の本提出 宮崎県収入証紙（県機関で学生が購入）を貼付

3月 卒業式・教員免許状交付

(注)

８．教員免許状及びその他の資格取得について

教育職員免許状取得希望調書は、３年次の４月初旬に取得希望者の把握のために用
います。調書の提出がないと免許取得が困難となりますので、必ず提出願います。
なお、本調書の提出後に免許取得の意志がなくなった時は、教務・学生支援係に申
し出てください。調書の様式は教務・学生支援係より配付しますので、希望者は教
務・学生支援係の連絡に従って提出願います。

(1) 教育職員免許状 (高等学校教諭一種免許状) の取得について

学年 時　期 行　事　内　容 注　意　事　項

1～2

List of the subjects from Kasetsart University (LSKU)
1) General Education

Man & Society 01999141 3
Thai Language for Communication 01999021 3
The Art of Living with Others 01387101 3
Health for Life 01999012 3
Environment, Technology & Life 01999213 3
Knowledge of the Land 01999111 2
Creativity for Value Management 01999043 3
Economics for Better Living 01999041 3
Principles of Statistics 01422111 3
Introductory Applied Mathematics 01417116 3
Calculus I 01417111 3
Organic Chemistry 01403111 4
Foundation English I 01355111 3
Foundation English II 01355112 3
Foundation English III 01344113 3
English for Everyday Life 01355101 3
English for University Life 01355102 3
English for Job Opportunities 01355103 3
Essential English Writing skills 01355107 3
Essential English Listening-Speaking Skills 01355109 3
Critical Reading and Writing in English 01355201 3
Report Writing in English 01355202 3
English Language Structure 01355203 3
Project Presentation Skills in English 01355204 3
Academic English 01355206 3
Fundamental English Writing 01355202 3
Fundamental English Reading 01355201 3
Elementary French III 01356103 3
English Correspondence 01355207 3
Computer Applications 01418111 1
Social Dance for Health 01175143 1
Basketball for Health 01175121 1
Badminton for Health 01175112 1

*You should acquire 26 credits from General Education.

2) Specialized Education

Introduction to Tropical Agriculture 01013111 3
Principles of Biology 01424111 3
Laboratory for Biology 01424112 1
General Chemistry 01403111 4
Laboratory in General Chemistry 01403112 1
Introduction to Tropical Horticulture 01013232 3
Animal Science & Technology 01002111 3
Food Sanitation 01017212 3
Food Environment and Health 01017423 3
General Botany 01401114 3
Soil Science 01009112 3
Introductory Plant Pathology 01008211 3
Principles of Tropical Agronomy 01013231 3
General Practicum 01013299 2
Tropical Agricultural Machinery 01005221 3
Insect Science 01004211 3
Economic Tropical Horticultural Crops 01013332 3
Tropical Soil Resource 01013341 3
Biochemistry I 01402311 2
General Microbiology 01419211 3
Principles of Genetics 01416311 3
Laboratory in Biochemistry I 01402312 1
Laboratory in Genetics 01416312 1

*You should acquire 34 credits from Fundamental Subjects of Specialized Education.

General
Education

Interdisciplinary 6

Language 4

Others Not specified

Category Group Minimum
Requirement Subject Course code Credit

Specialized
Education

Fundamental
Subjects 34

Category Group Minimum
Requirement Subject Course code Credit
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教員免許状取得の方法について

２）基礎資格及び修得単位数　教育職員免許法から抜粋　別表第１（第５条関係）

教育職員免許法施行規則から抜粋　第５条

１．宮崎大学農学部を卒業すること。

２．次ページ以降の表（①～③）の科目について全て単位を修得していること。

　　①教科及び教科の指導法に関する科目（自己の所属する学科・免許種の表を参照すること）

　　②教育の基礎的理解に関する科目等

　　③文部科学省令で定める科目

第４欄

第５欄

第６欄

最
低
修
得
単
位
数

大学が独自に設定する科目

合計

　各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）については､ 農業コースは農業科教育法Ⅰ及び

　農業科教育法Ⅱ､ 水産コースは水産科教育法､ 理科コースは教科教育法（中等理科）及び教科教育法

　（理科）の４単位を必ず履修すること｡ 

　ただし、農業免許又は水産免許のみ取得を希望する者も、附属中学校での実習を行うため、教科教育法

　（中等理科）、教科教育法（理科）は必修となるため注意すること。

　なお、卒業要件の単位とは別に免許状取得のための必修科目が免許種毎に設定されているので注意

　すること。（必修科目は全て履修しなければ免許状を取得できない。）

　次ページ以降の自己の所属する学科の表を参考に免許種毎に指定された科目・単位数を履修すること。

①　教科及び教科の指導法に関する科目

特別支援教
育に関する

科目

高等学校教諭 一種免許状
学士の学位を
有すること｡

３) 免許状を取得するための単位修得方法

教育実習

第１欄

教育実践に関する科目
教職実践演習

第２欄

第３欄

修士の学位を
有すること｡

第１欄 第２欄 第３欄

所要資格

基礎資格

大学において修得することを必要とする最低単位数

 免許状の種類 教科及び教職に関する科目

畜 産 草 地 科 学 科 〃 農業・理科

〃 農業・理科

海 洋 生 物 環 境 学 科 〃 水産・理科

植 物 生 産 環 境 科 学 科 高等学校教諭一種免許状 農業・理科

森 林 緑 地 環 境 科 学 科 〃 農業・理科

一種免許状

　教員免許状の取得を希望する者については､ 別に定める必要な単位を修得し､ 各都道府県の教育委
員会に申請をした者に高等学校教諭一種免許状が与えられる｡

１) 農学部学生の取得できる免許状の種類及び教科

学　　　科 免許状の種類 免許教科

専修免許状教科及び教職に関する科目

教科及び教科の指導法に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

高等学校教諭 専修免許状

応 用 生 物 科 学 科

－ 210 －

【抜粋】令和６年度農学部キャンパスガイド



植
物

生
産

環
境

科
学

科
＜

理
科

コ
ー

ス
＞

植
物

生
産

環
境

科
学

科
＜

農
業

コ
ー

ス
＞

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

科
目

区
分

各
科

目
に

含
め

る
こ

と
が

必
要

な
事

項
必

修
選

択
科

目
区

分
各

科
目

に
含

め
る

こ
と

が
必

要
な

事
項

必
修

選
択

物
理

学
概

論
集

中
(
2
年

生
以

上
)

果
樹

園
芸

学
各

論

生
物

応
用

力
学

果
樹

園
芸

学
総

論

生
物

計
測

工
学

企
画

実
習

農
業

動
力

機
械

学
栽

培
学

基
礎

化
学

学
部

共
通

科
目

栽
培

植
物

起
源

論

青
果

代
謝

生
理

学
作

物
生

産
学

生
物

学
概

論
（

植
物

生
産

環
境

科
学

）
集

中
(
2
年

生
以

上
)

作
物

学
総

論

昆
虫

生
態

学
雑

草
防

除
学

植
物

病
理

学
各

論
施

設
園

芸
学

植
物

病
理

学
総

論
生

産
流

通
施

設
学

総
合

的
害

虫
管

理
学

生
物

生
産

シ
ス

テ
ム

工
学

植
物

生
理

学
G
A
P
概

論

果
樹

園
芸

生
理

学
農

業
経

済
学

花
き

園
芸

生
理

学
農

場
実

習
Ⅰ

地
学

概
論

集
中

(
3
年

生
以

上
)

農
場

実
習

Ⅱ

農
地

環
境

工
学

野
菜

園
芸

学

植
物

生
産

科
学

実
験

Ⅰ
野

菜
園

芸
学

各
論

植
物

生
産

科
学

実
験

Ⅱ
農

業
・

社
会

調
査

実
習

植
物

生
産

環
境

科
学

基
礎

実
験

・
実

習
Ⅰ

農
業

経
営

学

植
物

生
産

環
境

科
学

基
礎

実
験

・
実

習
Ⅱ

農
業

政
策

論

植
物

生
産

環
境

科
学

概
論

社
会

統
計

学

園
芸

利
用

学

教
科

教
育

法
（

中
等

理
科

）
3
年

生
以

上
職

業
指

導
職

業
指

導
集

中
(
3
年

生
以

上
)

教
科

教
育

法
（

理
科

）
3
年

生
以

上
農

業
科

教
育

法
Ⅰ

3
年

生
以

上

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

農
業

科
教

育
法

Ⅱ
3
年

生
以

上

地
　

学

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

施
行

規
則

に
定

め
る

科
目

区
分

等

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

※
農

業
免

許
の

み
取

得
を

希
望

す
る

者
も

、
理

科
コ

ー
ス

の
教

科
教

育
法

（
中

等
理

科
）

、
教

科
教

育
法

（
理

科
）

は
必

修
で

あ
る

。

「
物

理
学

実
験

、
化

学
実

験
、

生
物

学
実

験
、

地
学

実
験

」

物
理

学

化
　

学

生
物

学

備
考

授
 業

 科
 目

 名
単

位
数

最
低

修
得

単
位

数
備

考

各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

授
 業

 科
 目

 名
単

位
数

最
低

修
得

単
位

数

施
行

規
則

に
定

め
る

科
目

区
分

等

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

農
業

の
関

係
科

目

－ 211 －

【抜粋】令和６年度農学部キャンパスガイド



森
林

緑
地

環
境

科
学

科
＜

理
科

コ
ー

ス
＞

森
林

緑
地

環
境

科
学

科
＜

農
業

コ
ー

ス
＞

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

科
目

区
分

各
科

目
に

含
め

る
こ

と
が

必
要

な
事

項
必

修
選

択
科

目
区

分
各

科
目

に
含

め
る

こ
と

が
必

要
な

事
項

必
修

選
択

基
礎

物
理

学
（

森
林

緑
地

環
境

科
学

）
森

林
緑

地
環

境
科

学
科

専
門

科
目

森
林

緑
地

環
境

科
学

概
論

構
造

力
学

森
林

緑
地

フ
ィ

ー
ル

ド
実

習
Ⅰ

土
質

力
学

森
林

緑
地

フ
ィ

ー
ル

ド
実

習
Ⅱ

土
壌

物
理

学
樹

木
学

応
用

力
学

・
水

理
学

森
林

計
測

学

基
礎

化
学

学
部

共
通

科
目

測
量

学

木
材

化
学

森
林

経
済

学

生
物

学
概

論
（

森
林

緑
地

環
境

科
学

）
集

中
(
3
年

生
以

上
)

森
林

計
画

学

森
林

生
態

学
景

観
生

態
学

木
本

植
物

組
織

学
森

林
政

策
学

樹
木

生
態

生
理

学
造

林
学

地
学

概
論

集
中

(
3
年

生
以

上
)

農
山

村
環

境
計

画
学

水
文

・
気

象
学

測
量

学
実

習

砂
防

学
樹

木
学

実
習

国
土

管
理

保
全

学
森

林
計

測
学

実
習

水
資

源
管

理
学

植
生

調
査

実
習

木
本

植
物

組
織

学
実

験
森

林
計

画
学

実
習

環
境

材
料

学
実

験
造

林
学

実
験

実
習

水
理

学

植
生

立
地

学

森
林

資
源

利
用

科
学

森
林

利
用

学

教
科

教
育

法
（

中
等

理
科

）
3
年

生
以

上
森

林
土

木
学

実
習

教
科

教
育

法
（

理
科

）
3
年

生
以

上
森

林
保

護
学

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

職
業

指
導

職
業

指
導

集
中

(
3
年

生
以

上
)

農
業

科
教

育
法

Ⅰ
3
年

生
以

上

農
業

科
教

育
法

Ⅱ
3
年

生
以

上

授
 
業

 
科

 
目

 
名

施
行

規
則

に
定

め
る

科
目

区
分

等
施

行
規

則
に

定
め

る
科

目
区

分
等

単
位

数
最

低
修

得
単

位
数

備
考

地
　

学

各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

化
　

学

「
物

理
学

実
験

、
化

学
実

験
、

生
物

学
実

験
、

地
学

実
験

」

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

物
理

学

生
物

学

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

※
農

業
免

許
の

み
取

得
を

希
望

す
る

者
も

、
理

科
コ

ー
ス

の
教

科
教

育
法

（
中

等
理

科
）

、
教

科
教

育
法

（
理

科
）

は
必

修
で

あ
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

備
考

単
位

数
最

低
修

得
単

位
数

授
 
業

 
科

 
目

 
名

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

農
業

の
関

係
科

目

－ 212 －

【抜粋】令和６年度農学部キャンパスガイド



応
用

生
物

科
学

科
＜

理
科

コ
ー

ス
＞

応
用

生
物

科
学

科
＜

農
業

コ
ー

ス
＞

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

科
目

区
分

各
科

目
に

含
め

る
こ

と
が

必
要

な
事

項
必

修
選

択
科

目
区

分
各

科
目

に
含

め
る

こ
と

が
必

要
な

事
項

必
修

選
択

物
理

学
物

理
学

概
論

植
物

生
産

環
境

科
学

科
専

門
科

目
集

中
(
2
年

生
以

上
)

生
命

化
学

概
論

基
礎

化
学

（
応

用
生

物
科

学
）

食
品

化
学

分
析

化
学

食
品

製
造

学

無
機

化
学

農
産

食
品

製
造

学

有
機

化
学

畜
産

食
品

製
造

学

生
物

有
機

化
学

水
産

食
品

製
造

学

酵
素

化
学

食
品

保
蔵

化
学

生
物

学
概

論
（

応
用

生
物

科
学

）
集

中
(
2
年

生
以

上
)

食
品

衛
生

学

基
礎

微
生

物
学

（
応

用
生

物
科

学
）

食
品

分
析

化
学

生
物

化
学

Ⅰ
微

生
物

化
学

生
物

化
学

Ⅱ
栄

養
化

学

植
物

遺
伝

・
育

種
学

植
物

遺
伝

資
源

学

微
生

物
機

能
開

発
学

遺
伝

子
工

学

地
学

概
論

集
中

(
3
年

生
以

上
)

細
胞

工
学

土
壌

肥
料

学
植

物
栄

養
生

化
学

生
物

学
実

験
公

衆
衛

生
学

分
析

化
学

実
験

食
品

工
学

有
機

化
学

実
験

生
物

機
能

科
学

実
験

微
生

物
学

実
験

生
物

工
学

実
験

生
物

化
学

実
験

食
品

機
能

化
学

実
験

応
用

生
物

化
学

実
験

食
品

製
造

学
・

衛
生

化
学

実
験

職
業

指
導

職
業

指
導

集
中

(
3
年

生
以

上
)

農
業

科
教

育
法

Ⅰ
3
年

生
以

上

教
科

教
育

法
（

中
等

理
科

）
3
年

生
以

上
農

業
科

教
育

法
Ⅱ

3
年

生
以

上

教
科

教
育

法
（

理
科

）
3
年

生
以

上

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

授
 
業

 
科

 
目

 
名

単
位

数
最
低
修
得
単
位
数

施
行

規
則

に
定

め
る

科
目

区
分

等
施

行
規

則
に

定
め

る
科

目
区

分
等

授
 
業

 
科

 
目

 
名

単
位

数

「
物

理
学

実
験

、
化

学
実

験
、

生
物

学
実

験
、

地
学

実
験

」

化
　

学

地
　

学

生
物

学

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

※
農

業
免

許
の

み
取

得
を

希
望

す
る

者
も

、
理

科
コ

ー
ス

の
教

科
教

育
法

（
中

等
理

科
）

、
教

科
教

育
法

（
理

科
）

は
必

修
で

あ
る

。

各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

最
低

修
得

単
位

数
備

考
備

考

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

農
業

の
関

係
科

目
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海
洋

生
物

環
境

学
科

＜
理

科
コ

ー
ス

＞
海

洋
生

物
環

境
学

科
＜

水
産

コ
ー

ス
＞

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

科
目

区
分

各
科

目
に

含
め

る
こ

と
が

必
要

な
事

項
必

修
選

択
科

目
区

分
各

科
目

に
含

め
る

こ
と

が
必

要
な

事
項

必
修

選
択

物
理

学
物

理
学

概
論

植
物

生
産

環
境

科
学

科
専

門
科

目
集

中
(
2
年

生
以

上
)

海
洋

生
物

環
境

学
概

論

化
学

概
論

（
海

洋
生

物
環

境
学

）
集

中
(
2
年

生
以

上
)

海
洋

代
謝

生
化

学

基
礎

水
域

化
学

水
産

食
品

科
学

水
産

化
学

水
産

飼
料

学

基
礎

増
養

殖
学

魚
病

学

生
物

学
概

論
（

海
洋

生
物

環
境

学
）

集
中

(
2
年

生
以

上
)

水
生

生
物

生
体

防
御

学

海
洋

生
物

分
類

学
環

境
微

生
物

学
 

魚
類

学
マ

リ
ン

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー

サ
ン

ゴ
礁

学
魚

類
生

理
学

水
族

病
原

微
生

物
学

水
族

生
産

学
体

験
講

座

海
洋

生
物

遺
伝

学
水

産
増

養
殖

学

微
生

物
と

の
共

生
水

域
生

物
生

理
学

地
学

概
論

集
中

(
3
年

生
以

上
)

海
洋

微
生

物
学

実
験

　

浅
海

生
態

学
水

産
遺

伝
子

工
学

実
験

　

水
産

化
学

実
験

Ｉ
水

族
生

理
学

実
験

水
産

化
学

実
験

Ⅱ
水

生
生

物
解

剖
分

類
学

実
験

海
洋

生
物

環
境

学
実

習
水

族
館

学

海
洋

生
物

学
実

習
水

産
食

品
微

生
物

学

海
洋

生
物

環
境

学
基

礎
実

験
海

洋
分

子
科

学

海
洋

生
物

生
産

学

マ
リ

ン
ダ

イ
ビ

ン
グ

論

漁
業

学
概

論

教
科

教
育

法
（

中
等

理
科

）
3
年

生
以

上
職

業
指

導
職

業
指

導
集
中
(
3
年
生
以
上
)

教
科

教
育

法
（

理
科

）
3
年

生
以

上

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

「
物

理
学

実
験

、
化

学
実

験
、

生
物

学
実

験
、

地
学

実
験

」

授
 
業

 
科

 
目

 
名

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

施
行
規
則
に
定
め
る
科
目
区
分
等

施
行
規
則
に
定
め
る
科
目
区
分
等

単
位

数
最
低
修
得
単
位
数

備
考

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

化
　

学

備
考

授
 
業

 
科

 
目

 
名

単
位

数
最

低
修

得
単

位
数

地
　

学

生
物

学

※
水

産
免

許
の

み
取

得
を

希
望

す
る

者
も

、
理

科
コ

ー
ス

の
教

科
教

育
法

（
中

等
理

科
）

、
教

科
教

育
法

（
理

科
）

は
必

修
で

あ
る

。

水
産

の
関

係
科

目

3
年

生
以

上
各

教
科

の
指

導
法

（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）
水

産
科

教
育

法
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畜
産

草
地

科
学

科
＜

理
科

コ
ー

ス
＞

畜
産

草
地

科
学

科
＜

農
業

コ
ー

ス
＞

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目

科
目

区
分

各
科

目
に

含
め

る
こ

と
が

必
要

な
事

項
必

修
選

択
科

目
区

分
各

科
目

に
含

め
る

こ
と

が
必

要
な

事
項

必
修

選
択

物
理

学
物

理
学

概
論

植
物

生
産

環
境

科
学

科
専

門
科

目
集

中
(
2
年

生
以

上
)

畜
産

草
地

科
学

序
説

化
　

学
畜

産
草

地
科

学
基

礎
化

学
畜

産
草

地
科

学
概

論

生
物

学
概

論
（

畜
産

草
地

科
学

）
集

中
(
2
年

生
以

上
)

家
畜

栄
養

学

草
地

・
草

原
環

境
保

全
・

修
復

学
牧

場
実

習
I

草
類

利
用

学
動

物
生

殖
生

理
学

動
物

生
殖

制
御

学
飼

料
作

物
学

動
物

育
種

資
源

学
草

地
畜

産
論

草
地

シ
ス

テ
ム

生
態

学
動

物
環

境
管

理
学

地
域

環
境

保
全

論
動

物
環

境
管

理
学

実
験

放
牧

生
態

学
飼

料
学

衛
生

微
生

物
学

家
畜

栄
養

学
実

験

動
物

行
動

学
環

境
草

地
学

野
生

動
物

・
動

物
園

学
草

地
生

産
・

生
態

学
実

験

動
物

育
種

学

地
学

概
論

集
中

(
3
年

生
以

上
)

動
物

福
祉

学

土
壌

管
理

学
概

論
牧

場
実

習
I
I

畜
産

草
地

科
学

基
礎

実
習

草
地

植
生

管
理

学

畜
産

草
地

科
学

基
礎

実
験

植
物

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー

動
物

生
殖

生
理

学
実

験
草

類
遺

伝
資

源
・

育
種

学
実

験

草
類

利
用

学
実

験
家

畜
飼

養
管

理
学

職
業

指
導

職
業

指
導

集
中

(
3
年

生
以

上
)

農
業

科
教

育
法

Ⅰ
3
年

生
以

上

教
科

教
育

法
（

中
等

理
科

）
3
年

生
以

上
農

業
科

教
育

法
Ⅱ

3
年

生
以

上

教
科

教
育

法
（

理
科

）
3
年

生
以

上

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

※
下

線
は

必
修

科
目

を
示

す
。

※
農

業
免

許
の

み
取

得
を

希
望

す
る

者
も

、
理

科
コ

ー
ス

の
教

科
教

育
法

（
中

等
理

科
）

、
教

科
教

育
法

（
理

科
）

は
必

修
で

あ
る

。各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

授
 業

 科
 目

 名
単

位
数

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項

農
業

の
関

係
科

目

施
行

規
則

に
定

め
る

科
目

区
分

等
施

行
規

則
に

定
め

る
科

目
区

分
等

最
低

修
得

単
位

数
備

考
備

考
授

 業
 科

 目
 名

単
位

数

最
低

修
得

単
位

数

生
物

学

各
教

科
の

指
導

法
（

情
報

通
信

技
術

の
活

用
を

含
む

。
）

地
　

学

「
物

理
学

実
験

、
化

学
実

験
、

生
物

学
実

験
、

地
学

実
験

」

教 科 に 関 す る 専 門 的 事 項
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（注）日本国憲法（２単位）・生涯スポーツ実践（計２単位）の履修については「4）受講科目登録に際しての注意」を参照すること。

教育実習

教育実習

生徒指導概論（進路指導を含
む。）

教育の方法と技術（情報通信技術
の活用を含む。）

教
育
実
践
に
関
す

る
科
目

教職実践演習

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び

生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

総合的な探究の時間の指導法

特別活動の指導法

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知
識を含む。）の理論及び方法

教育の方法及び技術

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 英語Ac 教養教育科目（必修）　　　　

数理、データ活用及び
人工知能に関する科目
又は　情報機器の操作

情報・データリテラシー 　　〃　　　（必修）　　　　

日本国憲法 日本国憲法（注）

体育
生涯スポーツ実践（注）
（※名称変更の可能性あり）（2単位分を履修する）

教職入門

※1.　単位数欄の下線は必修単位を表す｡
　2.　法令では､ 最低修得単位数23単位であるが､ 農学部においては最低24単位を修得すること｡
　3． 教育の基礎的理解に関する科目等の履修は原則として３年生以上を対象とする。

③文部科学省令で定める科目　
免許法施行規則に定める科目区分 宮崎大学で開設する授業科目名 単位数 備考

教育制度論

学校教育心理学

特別支援教育

教育課程論

教育実習事前及び事後指導

教職実践演習

総合的な探究の時間の指導法

特別活動論

教育相談（カウンセリングの基礎
的知識を含む。）

※上記の科目は、法律の改正やカリキュラムの再編などにより、変更になる場合がある。
　変更となった場合は掲示等により周知されるので、周知事項に留意すること。

②　教育の基礎的理解に関する科目等　３年生以上対象

施行規則に定める科目区分等

教育原理

科目 各科目に含めることが必要な事項

宮崎大学で開設する
授業科目名

単位数 備考

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム
学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を
含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過
程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ
ム・マネジメントを含む。）
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 ４）受講科目登録に際しての注意

１．前学期及び後学期の受講科目登録時に教職関係の科目も一緒に登録すること。

　　登録の際は、農学部用と工学部用に分かれている科目があるので注意すること。

２．講義コード・開講時期・授業担当教員・教室については、農学部教職科目用の時間割

　　および農学部専門科目時間割で確認すること。(時間割は毎年変わるので、最新版で確認）

３．教育実習事前及び事後指導、教育実習の科目登録は４年次の前学期に、教職実践演習は後期に

　　科目登録を行う。

４．文部科学省令で定める科目の一部（英語Ac、情報・データリテラシー）を除き、他の教職関連

　　科目はすべて専門科目である。

５．農業免許又は水産免許のみ取得を希望する者も、附属中学校での実習を行うため、教科教育法

　（中等理科）、教科教育法（理科）は必修となるため注意すること。

６．「日本国憲法」「生涯スポーツ実践」は、教職科目（卒業単位に含まれない）として開講する。

　　教員免許取得希望生のみ（原則として３年次以降）が履修可能で、農学部教務・学生支援係が

　　科目登録処理を行う（学生は登録できない）ため、履修を希望する学生は２月以降にポータル

　　サイト等で通知される連絡に従って申し込むこと。（※定員に空きがあれは２年次生も受講可）

　５）教育実習

１．教育実習は附属中学校で行われる基本実習（３日間・４年次の４～５月）及び各実習高校での

　　応用実習（２週間程度・高校によって時期が異なる）がある。

２．単位は事前事後指導１単位と、応用実習及び基本実習を合わせて２単位、合計３単位とする。

３．３年次の４月中旬に教育実習校を決めるためのオリエンテーションを実施するので、

　　掲示等に注意すること。（実習を行う前年度に高校から内諾を得る。）

　　内諾後は教育実習を取りやめることはできないので、よく考えて実習の参加を決めること。

４．賠償責任保険（学研災付帯賠償責任保険（学研賠）等）に加入すること。

５．教育実習による授業の欠席は、原則として特別欠席とはならないため注意すること。

６．教育実習の欠席は厳禁である。

７．教育実習の受講に際し、麻疹の免疫があることが必須条件である。

　　３年次の４月中旬に実施するオリエンテーションにて、麻疹に関する文書（様式）を配付する。

　　４年次に教育実習の受講を希望する者は、３年次前期に麻疹の免疫があることの証明を提出する

　　こと。

　６）教育実習履修資格

教育実習を行う者は、次の条件をそなえた者に限る。

１．教員採用試験受験予定の者

２．各教科の指導法［農業科教育法Ⅰ･Ⅱ，水産科教育法，教科教育法(中等理科)･教科教育法(理科)］

　　を修得している者又は受講中の者

　７）教員免許状の申請について

　免許状は、都道府県の教育委員会に必要書類を取りそろえ申請することにより授与される。

農学部生分はとりまとめて宮崎県教育委員会へ申請するので、別途指定する期日までに教務・

学生支援係に提出すること。（卒業日に授与される）

　なお、卒業後に申請する者は各自で各都道府県教育委員会に申請しなければならない。また、

免許状授与後に免許状に関する問い合わせを行う場合は、発行元の教育委員会へ行うこと。

　８）高等学校教諭専修免許状の取得について

　宮崎大学大学院農学研究科では、農業又は水産の高等学校教諭一種免許状の取得資格を有している

者が別に定める単位を修得し、各都道府県の教育委員会に申請をすれば、高等学校教諭専修免許状を

取得することができる。農学研究科では理科の専修免許状は取得出来ないため注意すること。

　９）その他

・１・２年生を対象とした教員免許状取得希望者向けの説明会を４月に行う。希望者は参加すること。

・教員免許状取得に関して不明な点がある場合は、教務・学生支援係まで問い合わせること。

・住所・電話番号等、届け出ている事項に変更が生じた場合は、教務・学生支援係へ知らせること。

・各種伝達事項は掲示板等で行うため、常時、教育学部・農学部の掲示や連絡事項に留意すること。
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